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第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次
第20期

第２四半期
連結累計期間

第21期
第２四半期
連結累計期間

第20期

会計期間
自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日

自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日

自 平成26年４月１日
至 平成27年３月31日

売上高 （千円） 7,995,584 7,946,550 16,505,471

経常利益 （千円） 290,078 288,683 571,569

親会社株主に帰属する四半期　

（当期）純利益
（千円） 173,948 173,089 294,962

四半期包括利益又は包括利益 （千円） 318,809 75,687 525,922

純資産額 （千円） 9,149,460 9,272,349 9,276,618

総資産額 （千円） 13,988,231 13,932,408 14,772,884

１株当たり四半期（当期）

純利益金額
（円） 19.58 19.48 33.20

潜在株式調整後１株当たり

四半期（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 65.4 66.6 62.8

営業活動によるキャッシュ・

フロー
（千円） 1,099,415 606,352 1,846,145

投資活動によるキャッシュ・

フロー
（千円） △327,433 △421,127 △749,978

財務活動によるキャッシュ・

フロー
（千円） △246,780 △250,705 △492,979

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 2,619,326 2,631,832 2,697,312

 

回次
第20期

第２四半期
連結会計期間

第21期
第２四半期
連結会計期間

会計期間
自 平成26年７月１日
至 平成26年９月30日

自 平成27年７月１日
至 平成27年９月30日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 11.82 18.83

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しているため、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載して

おりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在していないため記載し

ておりません。

４．「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）等を適用し、第１四半期連結

累計期間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としており

ます。

 

２【事業の内容】

 当第２四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

 当第２四半期連結累計期間において、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は、前事業年

度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについての重要な変更はありません。

 

２【経営上の重要な契約等】

 当第２四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

 文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

　なお、第１四半期連結累計期間より、「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日）

等を適用し、「四半期純利益」を「親会社株主に帰属する四半期純利益」としております。

 

(1）業績の状況

当第２四半期連結累計期間（平成27年４月１日～平成27年９月30日）におけるわが国経済は、企業収益や雇

用・所得環境の改善傾向が続くなかで、緩やかな回復基調が続いております。しかしながら、新興国経済の下振

れリスクや、不安定な金融情勢の長期化懸念など、依然として不透明感を拭えない状況となっております。

当社グループが属します情報サービス産業においては、災害及びセキュリティ対策に向けたシステム投資の拡

大に加え、金融機関での大型投資案件継続やマイナンバー制度への対応に向けたシステム投資の本格化などによ

り、堅調に推移しております。

このような経営環境の下、当社グループの長期経営計画の４年目となる平成27年度第２四半期は、業務改革に

よる生産性の向上を図るとともに、当社ビジネスの収益基盤強化に向け、マイナンバー関連サービス、ストレス

チェックサービス及び監査業務サービス等の新たなサービスを立ち上げるなどのＩＴビジネスを取り巻く法改正

や顧客ニーズの変化を捉えた取り組みを積極的に推進してまいりました。

売上面では、ソフトウエア開発及び情報処理サービスは堅調であったものの、システム機器販売が減少したこ

となどにより当第２四半期連結累計期間の売上高は7,946百万円（前年同期比0.6％減）となりました。

利益面では、営業利益は246百万円（前年同期比0.6％減）、経常利益は288百万円（同0.5％減）、親会社株主

に帰属する四半期純利益は173百万円（同0.5％減）と前年同期並みの水準となりました。

 

セグメント別の業績に関しては以下のとおりであります。

 

（情報処理サービス）

自治体向けアウトソーシング案件の受注増加などにより、売上高は4,298百万円（前年同期比1.2％増）、

一方、セグメント利益は、利益率の低下やＯＣＲ機・カード発行機などの大口設備投資に伴う償却費増など

により、568百万円（同11.8％減）となりました。

 

（ソフトウエア開発）

一般法人向けソフトウエア開発案件が増加したことなどにより、売上高は2,490百万円（前年同期比2.9％

増）、セグメント利益は265百万円（同55.5％増）となりました。

 

（その他情報サービス）

一般法人向け機器導入支援サービスが減少したことなどにより、売上高は850百万円（前年同期比4.3％

減）、セグメント利益は33百万円（同34.5％減）となりました。

 

（システム機器販売）

一般法人向け機器販売が減少したことなどにより、売上高は308百万円（前年同期比29.9％減）、セグメン

ト利益は16百万円となりました。
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(2）キャッシュ・フローの状況

 当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、資金）は、前連結会計年度末に比べ65百万円

減少し、2,631百万円となりました。

   当第２四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

 営業活動の結果、得られた資金は606百万円（前年同期比44.8％減）となりました。

 増加要因の主なものは、売上債権の減少530百万円、減価償却費520百万円、税金等調整前四半期純利益282百万

円を計上したことなどによるものです。また減少要因の主なものは、仕入債務の減少353百万円、法人税等の支払

額155百万円、たな卸資産の増加138百万円などによるものです。

 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

 投資活動の結果、使用した資金は、421百万円（前年同期比28.6％増）となりました。

 これは、有形固定資産の取得による支出300百万円、無形固定資産の取得による支出120百万円などによるもので

す。

 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

 財務活動の結果、使用した資金は、250百万円（前年同期比1.6％増）となりました。

 これは、リース債務の返済による支出170百万円、配当金の支払い79百万円によるものです。

 

(3）事業上及び財務上の対処すべき課題

 当第２四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題は

ありません。

 

(4）研究開発活動

 当第２四半期連結累計期間において、研究開発費の計上及び研究開発活動の状況に重要な変更はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 32,000,000

計 32,000,000

 

②【発行済株式】

 

種類
第２四半期会計期間末
現在発行数（株）

（平成27年９月30日）

提出日現在発行数（株）
（平成27年11月12日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 8,883,966 8,883,966
東京証券取引所

市場第一部

株主としての権利内容に制

限の無い標準となる株式で

あり、単元株式数は100株

であります。

計 8,883,966 8,883,966 － －

 

 

 

（２）【新株予約権等の状況】

 

 該当事項はありません。

 

 

 

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 

 該当事項はありません。

 

 

 

（４）【ライツプランの内容】

 

 該当事項はありません。

 

 

 

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高

（千円）

平成27年７月１日～

平成27年９月30日
－ 8,883,966 － 1,398,557 － 473,557
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（６）【大株主の状況】

  平成27年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

ＡＧＳ社員持株会 さいたま市浦和区針ヶ谷４丁目２－１１ 1,066,400 12.00

大栄不動産株式会社 東京都中央区日本橋室町１丁目１－８ 640,000 7.20

富士通株式会社 川崎市中原区上小田中４丁目１－１ 600,000 6.75

富士倉庫運輸株式会社 東京都江東区枝川１丁目１０－２２ 500,000 5.63

株式会社りそな銀行 大阪市中央区備後町２丁目２－１ 400,000 4.50

株式会社ティー・アイ・シー 埼玉県越谷市南越谷１丁目１６－１３ 300,000 3.38

リズム時計工業株式会社 さいたま市大宮区北袋町１丁目２９９－１２ 300,000 3.38

埼玉県民共済生活協同組合 さいたま市中央区上落合２丁目５－２２ 300,000 3.38

第一生命保険株式会社 東京都千代田区有楽町１丁目１３－１ 200,000 2.25

株式会社ＫＳＫ 東京都稲城市百村１６２５－２ 200,000 2.25

兼松エレクトロニクス株式会社 東京都中央区京橋２丁目１３－１０ 200,000 2.25

武州瓦斯株式会社 埼玉県川越市田町３２－１２ 200,000 2.25

千葉県民共済生活協同組合 千葉県船橋市本町２丁目３－１１ 200,000 2.25

計 ― 5,106,400 57.48
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（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

平成27年９月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式  8,882,300 88,823 －

単元未満株式 普通株式      1,666 － －

発行済株式総数 8,883,966 － －

総株主の議決権 － 88,823 －

 

 

②【自己株式等】

平成27年９月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義
所有株式数

㈱

他人名義
所有株式数

㈱

所有株式数の
合計
㈱

発行済株式
総数に対す
る所有株式
数の割合
（％）

－ － － － － －

計 － － － － －

 

 

 

２【役員の状況】

 

 前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間において、役員の異動はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について
 当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府

令第64号）に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について
 当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間（平成27年７月１日から平

成27年９月30日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成27年４月１日から平成27年９月30日まで）に係る四半期連

結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】

（１）【四半期連結貸借対照表】

  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成27年９月30日)

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 1,245,233 1,179,610

受取手形及び売掛金 2,334,916 1,804,247

有価証券 1,752,133 1,752,295

商品 47,328 135,479

仕掛品 76,002 128,455

原材料及び貯蔵品 13,066 10,955

その他 338,155 335,160

貸倒引当金 △365 △312

流動資産合計 5,806,469 5,345,893

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物（純額） 2,609,995 2,493,860

土地 1,572,515 1,572,515

リース資産（純額） 1,045,894 940,548

その他（純額） 654,880 707,073

有形固定資産合計 5,883,286 5,713,997

無形固定資産 915,825 852,356

投資その他の資産   

その他 2,167,309 2,025,020

貸倒引当金 △6 △4,860

投資その他の資産合計 2,167,302 2,020,160

固定資産合計 8,966,414 8,586,514

資産合計 14,772,884 13,932,408

負債の部   

流動負債   

買掛金 868,834 515,168

リース債務 336,850 321,294

未払法人税等 134,447 87,402

受注損失引当金 5,656 －

製品保証引当金 33,703 31,369

その他 1,478,245 1,213,044

流動負債合計 2,857,736 2,168,279

固定負債   

リース債務 1,006,948 851,684

退職給付に係る負債 1,371,966 1,392,339

長期未払金 190,413 178,554

その他 69,200 69,200

固定負債合計 2,638,528 2,491,778

負債合計 5,496,265 4,660,058
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  （単位：千円）

 
前連結会計年度

(平成27年３月31日)
当第２四半期連結会計期間

(平成27年９月30日)

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,398,557 1,398,557

資本剰余金 473,557 473,557

利益剰余金 7,586,821 7,276,518

自己株式 △403,438 －

株主資本合計 9,055,497 9,148,632

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 381,205 256,108

退職給付に係る調整累計額 △160,085 △132,391

その他の包括利益累計額合計 221,120 123,717

純資産合計 9,276,618 9,272,349

負債純資産合計 14,772,884 13,932,408
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（２）【四半期連結損益及び包括利益計算書】

【第２四半期連結累計期間】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

売上高 7,995,584 7,946,550

売上原価 6,314,015 6,244,253

売上総利益 1,681,569 1,702,297

販売費及び一般管理費 ※ 1,433,440 ※ 1,455,641

営業利益 248,128 246,655

営業外収益   

受取利息 367 368

受取配当金 24,840 23,397

負ののれん償却額 1,171 －

補助金収入 28,500 28,500

その他 6,223 7,885

営業外収益合計 61,103 60,151

営業外費用   

支払利息 19,137 17,732

その他 15 391

営業外費用合計 19,153 18,123

経常利益 290,078 288,683

特別損失   

固定資産除却損 2,105 856

貸倒引当金繰入額 － 4,800

その他 － 200

特別損失合計 2,105 5,856

税金等調整前四半期純利益 287,972 282,827

法人税、住民税及び事業税 135,139 98,367

法人税等調整額 △21,115 11,369

法人税等合計 114,024 109,737

四半期純利益 173,948 173,089

（内訳）   

親会社株主に帰属する四半期純利益 173,948 173,089

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 116,900 △125,097

退職給付に係る調整額 27,959 27,694

その他の包括利益合計 144,860 △97,402

四半期包括利益 318,809 75,687

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 318,809 75,687

非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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（３）【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】

  （単位：千円）

 
前第２四半期連結累計期間
(自　平成26年４月１日
　至　平成26年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自　平成27年４月１日
　至　平成27年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 287,972 282,827

減価償却費 489,898 520,607

負ののれん償却額 △1,171 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） 4 4,800

受注損失引当金の増減額（△は減少） 1,132 △5,656

製品保証引当金の増減額（△は減少） 13,496 △2,334

退職給付に係る負債の増減額（△は減少） 69,158 20,372

長期未払金の増減額（△は減少） △8,758 △11,859

受取利息及び受取配当金 △25,207 △23,766

補助金収入 △28,500 △28,500

支払利息 19,137 17,732

固定資産除売却損益（△は益） 2,105 856

売上債権の増減額（△は増加） 490,527 530,669

たな卸資産の増減額（△は増加） △40,507 △138,493

仕入債務の増減額（△は減少） △213,199 △353,665

その他 △24,541 △86,233

小計 1,031,547 727,356

利息及び配当金の受取額 25,692 23,762

利息の支払額 △19,137 △17,732

補助金の受取額 28,500 28,500

法人税等の支払額又は還付額（△は支払） 32,813 △155,535

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,099,415 606,352

投資活動によるキャッシュ・フロー   

有価証券の取得による支出 △200,000 △200,000

有価証券の売却による収入 200,000 200,000

有形固定資産の取得による支出 △184,061 △300,463

無形固定資産の取得による支出 △143,443 △120,643

投資有価証券の取得による支出 △99,960 －

その他 100,031 △19

投資活動によるキャッシュ・フロー △327,433 △421,127

財務活動によるキャッシュ・フロー   

リース債務の返済による支出 △166,997 △170,820

配当金の支払額 △79,783 △79,884

財務活動によるキャッシュ・フロー △246,780 △250,705

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 525,201 △65,480

現金及び現金同等物の期首残高 2,094,124 2,697,312

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※ 2,619,326 ※ 2,631,832
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【注記事項】

（会計方針の変更）

（企業結合に関する会計基準等の適用）

　「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年９月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成25年９月13日。以下「連結会計基

準」という。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第７号　平成25年９月13日。以下「事業

分離等会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対

する当社の持分変動による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度

の費用として計上する方法に変更しております。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結

合については、暫定的な会計処理の確定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会

計期間の四半期連結財務諸表に反映させる方法に変更しております。加えて、四半期純利益等の表示の変更及

び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。当該表示の変更を反映させるため、前

第２四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸表及び連結財務諸表の組替えを

行っております。

　企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58－２項(4)、連結会計基準第44－５項(4)及び

事業分離等会計基準第57－４項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、第１四半期連結会計期間の期首時点

から将来にわたって適用しております。

　これによる損益に与える影響はありません。

 

（四半期連結損益計算書関係）

※ 販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は次のとおりであります。

 
　前第２四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日

　　至 平成26年９月30日）

　当第２四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日

　　至 平成27年９月30日）

従業員給与手当 547,336千円 574,253千円

貸倒引当金繰入額 51 59

退職給付費用 44,812 46,550

 

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

※ 現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係は次のと

おりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日）

現金及び預金 1,267,373千円 1,179,610千円

有価証券 1,651,987 1,752,295

預入期間が３ヶ月を超える譲渡性預金など △300,034 △300,074

現金及び現金同等物 2,619,326 2,631,832
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（株主資本等関係）

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成26年４月１日 至 平成26年９月30日）

 

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

 １株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年５月13日

取締役会
普通株式 79,955 9 平成26年３月31日 平成26年６月２日 利益剰余金

(注) 平成26年１月１日付で１株につき２株の割合で株式分割を行っております。１株当たり配当額は、株式

分割後の金額となっております。

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

末後となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

 １株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年10月28日

取締役会
普通株式 79,955 9 平成26年９月30日 平成26年12月１日 利益剰余金

 

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日）

 

１．配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

 １株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年５月14日

取締役会
普通株式 79,955 9 平成27年３月31日 平成27年６月２日 利益剰余金

 

２．基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間

末後となるもの

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

 １株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年10月30日

取締役会
普通株式 88,839 10 平成27年９月30日 平成27年11月30日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自平成26年４月１日 至平成26年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：千円）

 報告セグメント

合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益及び包
括利益計算
書計上額
（注）２

 
情報処理
サービス

ソフトウ
エア開発

その他情報
サービス

システム
機器販売

計

売上高         

外部顧客への

売上高
4,247,604 2,419,820 888,172 439,986 7,995,584 7,995,584 － 7,995,584

セグメント間

の内部売上高

又は振替高

－ － － － － － － －

計 4,247,604 2,419,820 888,172 439,986 7,995,584 7,995,584 － 7,995,584

セグメント利益 644,344 170,627 51,748 3,142 869,863 869,863 △621,735 248,128

（注） 1.セグメント利益の調整額△621,735千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用△621,735千円

であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

2.セグメント利益は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自平成27年４月１日 至平成27年９月30日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

       （単位：千円）

 報告セグメント

合計
調整額
（注）１

四半期連結
損益及び包
括利益計算
書計上額
（注）２

 
情報処理
サービス

ソフトウ
エア開発

その他情報
サービス

システム
機器販売

計

売上高         

外部顧客への

売上高
4,298,024 2,490,020 850,264 308,241 7,946,550 7,946,550 － 7,946,550

セグメント間

の内部売上高

又は振替高

－ － － － － － － －

計 4,298,024 2,490,020 850,264 308,241 7,946,550 7,946,550 － 7,946,550

セグメント利益 568,558 265,406 33,893 16,794 884,653 884,653 △637,998 246,655

（注） 1.セグメント利益の調整額△637,998千円は、各報告セグメントに配分していない全社費用△637,998千円

であります。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

2.セグメント利益は、四半期連結損益及び包括利益計算書の営業利益と調整を行っております。

 

２．報告セグメントの変更等に関する事項

（企業結合に関する会計基準等の適用）

　「会計方針の変更」に記載のとおり、第１四半期連結会計期間から「企業結合に関する会計基準」等

を適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分変動による差額を資本剰余金として計

上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法に変更しておりま

す。また、第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理の確

定による取得原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に

反映させる方法に変更しております。当該変更が当第２四半期連結累計期間のセグメント利益に与える

影響はありません。

 

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

ＡＧＳ株式会社(E25263)

四半期報告書

16/19



（１株当たり情報）

 １株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第２四半期連結累計期間
（自 平成26年４月１日
至 平成26年９月30日）

当第２四半期連結累計期間
（自 平成27年４月１日
至 平成27年９月30日）

１株当たり四半期純利益金額 19円58銭 19円48銭

（算定上の基礎）   

親会社株主に帰属する四半期純利益金額

                             （千円）
173,948 173,089

普通株主に帰属しない金額     （千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純利益金額             （千円）
173,948 173,089

普通株式の期中平均株式数       （株） 8,883,966 8,883,966

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在していないため記載しておりませ

ん。

 

（重要な後発事象）

 該当事項はありません。

 

 

 

２【その他】

 平成27年10月30日開催の取締役会において、次のとおり剰余金の配当を行うことを決議いたしました。

(イ）配当金の総額                                 88,839千円

(ロ）１株当たりの金額                               10円00銭

(ハ）支払請求の効力発生日及び支払開始日     平成27年11月30日

 （注） 平成27年９月30日現在の株主名簿に記載又は記録された株主に対して、支払いを行います。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
 

 該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

 

   平成27年11月12日

    

ＡＧＳ株式会社    

取締役会 御中    

   
    

   新日本有限責任監査法人

    

 
   指定有限責任社員

   業務執行社員
公認会計士 柳井 浩一     印

    

 
   指定有限責任社員

   業務執行社員
公認会計士 澤部 直彦     印

 
 

 
  

 当監査法人は、金融商品取引法第１９３条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているＡＧＳ株式会

社の平成２７年４月１日から平成２８年３月３１日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期間（平成２７年７月１日

から平成２７年９月３０日まで）及び第２四半期連結累計期間（平成２７年４月１日から平成２７年９月３０日まで）に

係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益及び包括利益計算書、四半期連結キャッ

シュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

 経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

 当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

 四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

 当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

 当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ＡＧＳ株式会社及び連結子会社の平成２７年９月３０日現在の財政状

態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッシュ・フローの状況を適正に表示していな

いと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。

 

利害関係
 会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。
 

以 上
 
 （注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。
２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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